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1) ミー クは，価格， したがってまた競争かb独立した「ある具体的な先決的数量」“somepnor 
concrete magnitude"もそれから出発しなければならたい「マルクスの基本的構想」‘Marx's
basic idea'とよぶ。こうした数量とは， r総剰余仙描」‘aggregatesurplus value'にほ7)'なら
ない。同氏は， 1977年，来日時の講演で，ょうした数量を， rマルクス体系における要諦」と呼
んでいるロR.L. Meek， Studies問 theLabour Thιory of Value， 2 ed.， 1973， xxv， xxvi. 

















済の working によって成立するという確証は， 1可もない。ともあれ，こうし
たことは，マルクスのそデノレの現実性を著しく傷つけるに相違ない。
む この生産価格の等式は，マルクスから採った。 r商I阜の生産価格は，k+pすなわも費用価
格プラス利潤に等しいとしイ定式は， ρ ~kp' (ここの p'は 般利潤率〉であり， Lたがっ
て生産価格は，k+kp'に等しい Jo本棋では，利潤率。記号を〆の代りに， ，こ変更した。
K. Marx， Das Kapital， KritiたderPolitischen Okonomie， Dritter Bd.; Erscer Teil.， MoskaLl， 
1933 (以下 DasKapital， III-lと略称するJ， s. 190，向師五回~liH資本論J (岩波文庫)， (8)， 
昭和27年， 306ベー ジを参脱。
3) 一般的な平均利閏率の定義から，総剰余!rffii直=総利潤，すなわち，IXC十V)，='E，M，である
ことは明白。 Da.l K，α~pital II-I，回 181-82，r資本論J(8)， 292-94へ ジ参照ら総価値=総価
格について礼次円マルクス町一文が参考になる。「かよ引こ L-r:，持会そのもの すべ亡の
生産部門の総体と見られた においては，生産された諸商品の生産価格の総額は，諸商品の何
値の総額に等しいのてあるム DasKa戸tal，111 1， s.184， r資本論J(8)， 296-97へ ジをλよ.





Lえなし、。なお次の若干レをも参照。L.L. Pasinetti， Lectures on the Theory 0/ Production， 1 
吋 1977 菱山泉'"下博 11 ，谷恵俊瀬地11 ，融訳「生産Im~，ih"J 昭和54年 29へ ジ。
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(280 p， + 12 p，) 1 +r) =575 p， 














tal， 111-1， s.190， r資本論J(8)，叩5-6ペ ジをみよ。




















産出物575クォーターのうち， (280クォ タ 十12日クォーター=)400グォー
タ の小麦が，両部門で生産的に消費されるから，小麦175クォ タ←分の剰
余が残り，他方，鉄の産出物25 トンのうち 02 トン+~卜 γ ニ) 2日ト γが，
経済全体で生産的に消費されるのc，鉄 5fンの剰余が残るからである。
これを次の表によって説明するとj より明快になる。





12 一一→ 575 
R 一一→ O 




8) このよεデルは，スラップ 7の「剰余をふくむ生産」モザノレの2高品のケ スに等Lい.P. Sraffa，/ 
6 (290) 節目7巻第3号
この表の第1行は， 280クォーターの小麦と12トγの鉄を投入して， 575グョー
ターの小麦を産出することを示L 第 2行は， 120クォーターの小麦と 8トγ
の鉄を投入して， 25 Iンの鉄を産出する ζ とを示す。第3行は，経済全体とし
てヲ 400クォ ターの小麦と20トY の鉄を生産的に消費(投入) L， 575クォー
タ←り小麦と25トンの鉄を産出することを示している。かくてヲ両部門をひっ






x-Ax二 y あるいは，(1-A)x~y 
すなわち n個の生産部門から成る再生産の技術構造Aが与えられるとヲ社会
的剰余yが，確定的な物量のベクトノレとして，合成商品の形で得られる。連立










グスと違う決定的な点l土，各部門に比例的に配分される社会的剰余を，価値量、Productionof Co叩 noditiesby Means of Commod山 es:Frelude臼 aCritique of Economic 
Theory， 1 ed.， 1960， p 仇菱山泉ー山下博訳「商品によ忍商品の生産一一経済理論批判序説
」昭和37年， 8-9ページ参照u


























9) K. Marx， Theorien uber deηMehrwert (herausgegeben von K. Kautsky)， 1， 1923 (1 




























10) K. MilT丸 DasKaρital， IIT-2， s.92:1， r資本論JC9) 19刊年. 90ベジ。



























に注目せよ。 ibiム s.92E弘前掲意 94ベージ。
1の P.Sraffa， ot. cit. 
10 (294) 第 137巻持3号
量に変換する。すなわち!剰余価値のプールから剰余生産物としての合成商品

















13) スラッファは，生前， トゥりニテイ コレ y ジの自室に』 リカー ド， ソスモンディにならべて，
ベナィの肖像画を飾っつLいた。私はそれを見たとき，ベナィこそが，スラッファの接近法の源流
を成すものだと直観的にさとった。スラッフィアンのロンカッリアがj 最近，ベティの研究書を
著わしたがj かれも同じ思いにかられた一人であるかもしれない。 ともあ*" その著作 (A
Roncaglia， Petty， The Origins of Political Economy. 1983Jの第2章は，経済学の方注にあて
られてい。けれど，そζを読むと，ロンカヲリアがスラップァの方法を基点にすえて，ベティを
考察しでいると去が，行聞ににどみH1ている。
14) マルクスはベティを， Begrunder der modern印 politischenok叩 otnle とよんでいる。 K
Marx， Thcori四品erden Mehrwerι1， s.1をみよ。 Institut版を底本とした国民士庫cl)1こ
はj このベティの章がない。
15) V玖 Petty，The Eιonomic Wr削 ngsof Sir William Petty， ed. by C. H. Hull， Vol. 1， 18叩，
p.244，大内兵衛・松川|七郎訳「政治算術J(岩波文庫)，昭和3[年， 24へ ジ。
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思想、ほ，確実な基礎に立つものとはいえない。なぜなら，こうした思想は，
「自然のなかに実見しうる基礎をもつような諸原因のみを考察す。というJ(to 
consider only such Causes， as have visible Foundations in Nature) 手法
に背馳するからであるれに反し， 175ク渇 ターのd、麦と 5トンの鉄から
仕る合成商品は，見ることも測定することも可能な，確実な基礎に立つ数量で
ある。そればかりでない。その実在は，生産価格と'fl潤平のij¥t立kとって，必
要にして十分な条件を与える。いいかえれば，こうした合成商品 f社会的剰
余〉の庚底にある， 自に見えない，測定もできない価値畳(剰余価値〕は， こ
のモデノしさ利潤率と価格を決める場合の不可欠の要件を成すものではない。 ζ
わとそが，論理の必然の帰結であり，それ以上でもそれ以下でもないのである。
11 社会的剰余を価値量で掴むか物量で掴むかは，哲学の違いに起因するばか
りでなしすでに引証した，重農学説に対するマルクスの批判的コメントから
分るように，数量認識の到達度ないし深さに起因する。こうした点でマルクス
は，スラップァの到達した認識の水準にまで行きっかなかった。およそ，社会
的剰余を，明確な合成商品の定量として把握するという認識に行きつくには，
マノレクスが信じていたように見えるヲ単一の数ではなく，有限個の数の集合
(ベクトノレ〕として，数量を表象する必要がある。なぜなら，物量表示の社会
的剰余とは，まさに集合としての数量，すなわち合成商品の定量にほかならな
いから。こう Lた合成商品の形をとった社会的剰余は，単一の価値量のそれよ
り，より良〈その役割を果す，明確な数量的概念なのであるが，マノレクスは，
こうした認識に到達しえなかったの己ある。
